
HappyWork
聞いた商談をこまめにメモし、「報連相」 に置き換える１

顧客の⼩さい変化に気づく、第２の脳となる社内メモシステム
中国スピードと、価格競争に巻き込まれない独⾃性を⽣み出す

「メモを取る」は、⾃分の考えていることを表現すること（⾔語化）
⾔語化する時のコツは、以下のように⾃問⾃答すること。

①頭にある考えを⾔葉にする
②⾃分なりに、噛み砕く
③つまり、⼀⾔で⾔うと︖

報連相の目的は

メモシステムを 「第２の脳」 として考える２

メモは忘れていいように、情報を思い出させてくれるツール。

チーム内のコミュニケーションには、⾔語化能⼒は必須の能⼒。
⾔語化能⼒（わかりやすい⾔葉に置き換える⼒）３

結果、メモは
「顧客の⼩さい変化」
に気づくこと 報連相につながる

仲間同⼠の情報資産

メモを取
る 報連相

に

代わる

⾃分や相⼿に理解
しやすくメモにする

⼈間の脳は、
すべての情報を記憶
することは不可能

忘れてもいいように 有益なアイデアを
社内メモシステムに
情報を資産化する 脳を使いたい

⽣み出すためだけに

第2の脳 脳に余
⽩

を創る

脳はクリエイティブな
発想に本来使うもの

に記憶

⻑いやり取りは他⼈は⾒にくい
常に共有者が⾒やすいように
要点だけを伝えて共有すべき

聞いた商談をすぐにつまり、何︖
メモにし、情報共有する
共有者は客観的に理解今⽇の会議のポイント

今⽇の商談で⼤事な事

要点だ
け 全体を

俯瞰化

共有される相⼿側

を常に考える

を伝え
る

を変える
⽇報の概念

記憶脳を持つ
外部に

スピードUP
全体視点でみた

忘れてもいいように
システムに記憶させる

客観的に伝わる「メモの⼒」
⾃分や相⼿が理解しやすい

記憶にエネルギーを使うと
他にエネルギーが回らない

他の⼈が知らなければ
仕事の遅れにつながる

仕事はチームワーク
仲間同⼠の情報資産

⼩さい変化である
点と点より線にする

アイデア脳記憶脳

スピード脳

顧客に紐づく、あらゆる情報を蓄積する「社内メモシステム」です。

「営業活動」「組織」「経営」それぞれを⾼める資産としていきます。

社内の情報資産化は以下で仕組み化︕

メモの 「魔法の⼒」

①メモは、頭にある考え

システムの 「⾃動化⼒」

を⾔語化させる

②メモは、⾃動的に
「客観化+要点化」

①名刺の⾃動デジタル化
②顧客データの⾃動整理
③⾃動テキスト化+翻訳化
④⽇報の⾃動作成化

+
顧客の要望漏れにより、的を得ない提案を繰り返す傾向がある

多くの⼈が1⽇が終わった⼣⽅に、まとめて⽇報を書いている
⽇報を40%の記憶の中から書いている（情報漏れが多い）

今までのやり⽅では、中国スピードに対応できない４

「週⼀の定例会議+WeChat」ではイケていません。

中国ビジネスは、顧客の変化が速いです。
顧客が変化すれば、我々も速く的確に変わる必要があります。

⽇報︓約60％忘れる
週報︓約75％忘れる

話を聞いた瞬間から、商談の⼩さな問題などを⼈は忘れていく

正確な情報を集約する 「マスターデータ化」ができない５

①顧客がどのように変わるかを分析する
②それには、顧客の⼩さい変化に気づく
③⼩さい変化である点と点より線にする

中国スピードに
ついていく⽅法

①情報の的確な把握ができない（情報漏れ）

③変化の激しい中国市場で勝てない
１⽇に何度もこまめにメモを取る。ミスを繰り返さない習慣化が必要

②価格競争に巻き込まれる（スキルの低下）
顧客分析ができず、競争⼒の⾼い 「独⾃性ある提案」ができない

⽇系企業の課題。「中国スピード」 と 「独⾃性」が必須

１⽇に
こまめに

何度も
メモする

解決⽅
法

６

振り返る時の⾃分
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HappyWork
名刺のスキャンから顧客データの⾃動整理へ１

顧客の⼩さい変化に気づく、第２の脳となる社内メモシステム
中国スピードと、価格競争に巻き込まれない独⾃性を⽣み出す

情報をより速く、より多く⼊⼿しやすくする

Ⓐ報告が簡単に速くできる → ⺟国語/選択式⽇報⼊⼒

Ⓒボイスメモによる⼊⼒ → ⾃動テキスト化 → ⾃動翻訳化

重要度順に⽇報情報を並べ替える

Ⓑ現状把握が簡単にできる → 顧客別整理/⽇報⼀覧化

情報を
多く

情報を
抽出

「⼩さい変化」を 営業マンが⼀⼈⼀⼈が
拾うことが⼤切
捉えた変化を共有 し、変化を検証する

顧客にそれとなく確認

⼩さい
変化

を検証

⼩さい変化を顕在化する → 重要な報告のみを抽出

敷居の低い⼊⼒⽅法 → 多くの情報が⼊⼿可能

⼩さい変化の捉え⽅（傾向と対策）４

メモを

蓄積す
る

①営業全体を俯瞰する
②⼩さい変化である点に気づく
③点と点より、線にする

顧客の動向変化に
素早く対応する

「営業業務のデジタル化」を促進させる⽅法２

社内協業

訪問営業やイベントで⼊⼿した名刺から、
「営業のデジタル化」をすぐに始められます︕

【名刺スキャン機能】

①⾃動仕分け（会社別）
②⾃動名寄せ（顧客別）
③スキャンしてから数秒でメモが可能

【名刺をアプリの枠内に⼊れる】

商談/訪問の選択式 → 優先順位による⽇報のリスト化３

1.４つの項目を選択

3.重要度順に並び替える
①商談有/訪問有
②商談有/訪問無
③商談無/訪問有
④商談無/訪問無

2.⾃動的に⽇報作成

4.企業名をタップすると、共有メモ欄に⾶ぶ

⽇報は選択するだけで作成

最初から書類整理
ありきの⼊⼒⽅法

各社員に散財する
データを⼀元化

Eメール以上の
セキュリティを実現

再確認が可能な
データの保全性

こまめな⼊⼒を
強⼒にアシスト

⾃動顧客名寄せ
⾃動顧客仕分け

WeChatの操作性

アリババクラウド

管理者機能
SSL式暗号通信

⺟国語による⼊⼒

データの簡易性

WeChat

社外 社内

QQ

E-Mail
Excel

HappyWork
に置き変える

【⽇系企業の営業で
多く使われるツール】

WeCh
atは

個⼈⽤
アプリ

社員退職時に、
データを返却できない

やり取りするデータを 「会社の資産」 と認識する５

HappyWorkの機能紹介６

顧客データを⾃動整理

⽇報リストを⾃動作成

共有メモ欄で
協業作業

名刺のデジタ
ル化

会社別に⾃動
仕分け

⽇報を⼀覧化
表⽰

顧客以外のメ
モを⼀覧化

顧客別情報資産
２ヶ国語⾃動表⽰
⽇報は選択⽅式


